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　先日、朝早く入間川の上に
架かった橋を渡っていると
き、遠くに幾重にも連なった
美しい山々が見えました。前
日の台風が過ぎ去り空気が
澄んでいたからです。
　その時、私は「そうだ、心
が澄んで清らかであれば、自
分が捉える世界は清らかに
なるのだ」と気づきました。

私もそうですが、世間の荒波の中でさまざまな経験を積
んでこられた立教セカンドステージ大学（ＲＳＳＣ）の皆
さんの心の底には、その経験が積もりつもって、それが
表層心に吹きだし、あれこれと考え悩む毎日であったと
思います。
　そこで、皆さんは、それまでの職場を辞める、あるい
は子育てから解放される、等々をきっかけに、「よし、こ
れでは駄目だ、学び直したい」と思い立って入学された
のではないでしょうか。「学び直し」―ＲＳＳＣの標語の一
つですが、「捨てて学び直す」と言い換えることも大切で
す。一度得たものを捨てることは難しい。でも、深層心
の中の重い堆積物を思い切って捨てようと決心してみま
しょう。そして捨てつづけてみると、心の中から塵やほ
こりが徐々に取り除かれ、心は澄んだ空気のようになっ
て、自由に爽快に生きていくことができるようになりま
す。
　深層心の中の一番重い堆積物から湧き出てくるのは、
「自分は、自分の」という思いと言葉です。この執拗な

自我執着心が薄まるにつれて、たとえば、ボランティア
活動で誰しもが「他人の為に尽くすのは実は自分の為で
はないのか」という悩みが薄まって行きます。このよう
な悩みが薄まるのは、「自分」と「他人」とを分別する心
が希薄になるからです。
　地獄とは、極楽とは何か、その解釈は宗教の教えから
すればさまざまに違ってきますが、現実には「自他対立」
の世界が地獄であり、「自他一如」の世界が極楽です。
　再度言いますが、「世間の荒波の中で」浮き沈みしなが
ら生きてこられたＲＳＳＣの皆さんは、少し強い言い方か
もしれませんが、地獄で生きてこられたのではないで
しょうか。どうか人生の道で一息つかれた訳ですから、
しばらく心を静寂にして、自分しか背負うことができな
い自らの心の中を観察する時間を持ってみてください。
そして、カントの道徳律ではないですが、無条件・無理
由に心の底から湧き出てくる声に、命令に耳を傾けてく
ださい。
　それは新たに自覚することです。自覚とは自分に目覚
めることです。その目覚めによって、先に述べた自我執
着心が薄まった生き方が、あの宮沢賢治の「雨ニモマケ
ズ」の中の「アラユルコトヲ　ジブンヲカンジョウニ入
レズニ　ヨクミキキシワカリ　ソシテワスレズ」他者の
ために東西南北に奔走する生き方が可能になります。
　どうか賢治に負けることなく、これからの人生を尽き
ることのない情熱を持って、自由に、爽快に生きて、生
きて、生ききってください。

（立教セカンドステージ大学運営委員）
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　９月６日（金）～８日（日）の日程で合同ゼミ合宿が
清里の「清泉寮」にて行われ、本科生６７名、教員５名が
参加しました。清里の大自然とふれあい、参加者の相互
交流と今後のセカンドステージ大学生活の充実につな
がる有意義な合宿でした。

清里合同ゼミ合宿のコンセプト

　清里合同ゼミ合宿のコンセプトは、「仲間作り。そして、
一人ひとりが主役。」でした。これは、８人の各ゼミ長か
ら成るゼミ合宿実行委員会で決めました。
　自他共に認めるＲＳＳＣの特長の一つに、「幅広い多様
性を持つ中高年齢者の学び直しの場」というものがあり
ます。受講生は、５０歳代から７０歳代という幅広さから、
生まれ育った時代環境や背景も大きく異なり、これまで
の人生経験や考え方も多種多様です。また、ＲＳＳＣで
の在籍期間は１年から２年と短く、そこで修得できる学
術的知識には自ずと限りがあります。
　そこで、受講生の多くがＲＳＳＣ時代に期待すること
の一つに、「仲間との出会いと交流により分かち合う刺激
と気付き」があるものと思います。
　この仲間との出会いと交流を、より主体的なテーマと
して捉え、前向きに取り組んでいきたい。それは我々一
人ひとりが、これからのセカンドステージを楽しく元気
に生き抜いていくためにも必要なスタンスなのではない
だろうか？だからこそ、「清里合同ゼミ合宿を、その仲間
作りのキッカケの場としたい」そんな想いをゼミ合宿コ
ンセプトに込めました。（Ｈ）

みんなの頼れる
リーダー達！
～２０１３年ゼミ合宿
実行委員会・女性
サポートチーム～

　さあ
　みんなで輪になって
　踊りましょう☆
　（フォークダンス指導…
　　江田さん）

ある日森の中～♪♪
熊さんに出会った
花咲く森の道
熊さんに出会った～♪♪
（歌唱指導…松崎さん）
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「ポール・ラッシュ博士の生涯」のビ
デオを鑑賞し、生涯を日本のために捧

げた博士の行動に感銘を受けました。
　講師は千石英世先生で「トルストイ
について」文豪の評価が揺ぎ無いもの

となった晩年のトルストイの私生活を背景として説明さ
れ、２人の評論家（小林秀雄、正宗白鳥）による違った
角度からの解釈と表現文体に関して理解を深めることが
出来ました。

　初日は、懐かし青春時代の歌の合唱
やフルート・物まねの鑑賞など多彩な

プログラムを楽しみました。
　その後、ミーティングルームに参加者が一同に集まり、
夜遅くまで語りあかしました。幹事さん手作りの名札も
大いに活躍し、合宿中に新しい仲間の名前を覚えました。

ビデオ鑑賞

講　演　会

懇　親　会

　
　２日目の早朝は、
レンジャー（自然案
内人）とブナの木が
生い茂る森へ入り、
山草を使った草笛などの遊びを学びました。また、木々
の間に寝転び、静かに肌で風を感じるなど、自然の素晴
らしさを体験できました。レンジャーの自然に対する愛
情や素直な人柄に触れられて嬉しいひと時でした。

　コミュニティづくりの
シンボルとして最初に建

てられた教会です。地域の人に親しみやすいよう配慮さ
れた畳敷きの礼拝堂で、武藤チャプレンからポール・
ラッシュ博士の業績を学ぶことができました。

自然保護観察

聖アンデレ教会見学

　清里の自然や科学技術に
ふれました。
①　「野辺山・清里周辺バス
ツアー」
　野辺山天文台、農村文化

オプションイベント

交流館での宇宙映像鑑賞、萌え木の村などを見学しました。 
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五期生の集いｉｎ清里について～五期生会～

　五期生会は本科時の清里合宿以来、一年ぶりに清里清
泉寮への旅（９月５～６日）を学生３７名（本科のみ修了
生も参加）と坪野谷先生の３８名で行いました。
　１日目（９月５日）は、出発時の雷雨・豪雨を心配したも
のの、中央高速談合坂ＳＡでは青空がのぞき、日ごろの
「五期生の行いの良さ」が実証されました。「道の駅こぶち
ざわ」でそば打ち体験と昼食、１５時に清泉寮到着後にゲス
トスピーカーとしてお招きした笠原先生から「欲望と近
代社会の位相」の講演をいただき、お蕎麦も学問もいただ
くという贅沢な一日でした。夕食後は星空観察会、花火大
会で童心に浸り、その後の懇親会はＲＳＳＣ生活を振り

返りながらの和やかに真剣な話で盛り上がり、話が尽き
ないままに２４時を過ぎてしまいました。２日目（９月６
日）、キープ協会
理事の黒田さん
に見送られて出
発。９時３０分に
「サントリー白
州工場」見学、１３
時「清春芸術村」で芸術鑑賞を行ってから帰路へ。今回
の旅は幹事団４人のアイデアと尽力により、豪雨を吹き
飛ばしての想いで深いものとなり、何より五期生の友情
を再確認できた旅となりました。五期生会は他にも「集
い」を催し、情報交換・友情の輪を楽しんでいます。（Ｎ）

　思い返せば４月３日、春の
嵐という記憶に残る天候の
中、「生き方探し」や「学び
直し」をはじめ、其々の思い
を持って若者のようにわく
わくした期待感と多少の不安感を抱えＲＳＳＣに入学し
ました。それから早や９カ月が過ぎようとする時期にク
リスマス・パーティを開催しました。
　今多くの方々は当初の不安を吹き飛ばすようにゼミの
仲間や他の本科生とのかけがいのない時間を満喫されて
いると思います。少し残念なことは今年度の専攻科生と
本科生が別々のゼミに分かれたため双方の交流が限定的

になってしまったことです。
　そこで今年のクリスマス・パーティの一つ目のコンセ
プトは“大いなる交流の場”にしたいと考えました。本
科生同士の交流はもとより、専攻科生とも多くの交流を
図れるよう歓談の時間を許す限り設けました。
　二つ目は“感謝の場に”です。私たちがＲＳＳＣで学
ぶことができるのは多くの方々、とりわけ「家族の理解
や支え」があって初めて可能となる訳です。ともすれば
私達はこの事を忘れがちになります。多くの人の支えで
今の自分が在ることを改めて感謝する場としていただけ
たらとの思いで開催しました。
　お蔭様で多くの方々のご参加を頂き、二つのコンセプ
トに相応しい楽しくかつ記憶に残るパーティとすること
が出来ました。委員一同、感謝申し上げます。（Ｔ）

RSSCクリスマス・パーティに寄せて
“大いなる交流を！そして感謝を”の場に
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�　「清里周辺スロ－ウォーキング」
　ゆっくり楽しく、高原の爽やかな風・空気とパノラマ
ビューを体験しました。

　ホールでフォークダンスを踊
りました。先生も輪に入り、狭い

会場は高校時代の熱気
が戻って来ました。気
になるあの人とも踊れ
ました。全員参加の
ジャンケンゲームでは、
童心に返り楽しい時間
が共有出来ました。 

フォークダンス

　地域の人達をはじめ多くの人から今も尊敬されている
ポール・ラッシュ博士の生涯と業績を歴史的資料と数々の
遺品展示を通じて学び、博士の生きた証しに触れました。
☆「清泉寮」は、ポール・ラッシュ博士が創設したキープ協
会が運営する宿泊研修施設です。

ポール・ラッシュ記念センター見学

　先日、ある集まりでセカンドステージ大学の話をして
参りました。集まりの趣旨は高齢化社会日本をどう生き
ぬくかといったテーマで数人の語り手がスピーチする大
規模行事とのこと。その一コマ
として２０分ばかりスピーチをす
るよう依頼されていたわけで
す。もう一度学びなおすことが、
生き甲斐につながると言いまし
た。ＲＳＳＣの基本ですね。そのあと、時間が少しあり
ましたので、私はチェーホフの話をしました。４大戯曲
の第一作「かもめ」の話です。ソーリンという人物の話で
す。青春の苦闘のなかにいる主人公の青年に同情と励ま
しを与える好人物です。定年退職した元高級官僚、６２歳。
だが、人生に食い足りない思いをもって、悶々としてい
る。それが我々の姿に二重写しになるという話です。ど
うでしょうか。一読してみてください。清里ではたしか
トルストイの話をしましたね。今日はチェーホフでした。

副学長　千石英世清里から未来へ
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高橋ゼミ
　高橋ゼミでは自由闊達に意見交換し、知識を広げ深める
ことをモットーにしています。
　「“どんと来い”超高齢社会を生きる」というテーマで前
期の発表を行いました。６５歳以上の人口の占める割合が４
人に１人になる状況に鑑み、私達がやるべきこと、出来る
ことを議論し、検討する事は喫緊な課題であると考えたか
らです。社会への恩返しを行う、サーバント・リーダーを
目指す、相互扶助の精神を持つというコンセプトに纏りま
した。このコンセプトに基づき、どのような夢と生き甲斐
を持ってこれから社会に貢献することが出来るかを発表し
ました。

古賀ゼミ
　古賀ゼミ生は各自個性豊かで多士済々ながら、基本的に
は真面目。「現代社会を生きる」との大テーマに対して真摯
に対峙した結果、前期は「日本の貧困」をテーマとして選
定、現代日本の喫緊の課題の一面を切り取る発表を、後期
は「２０２０年東京オリンピック」をテーマに切り替えて、日
本が今後７年間に何をなすべきか、各自独自の調査をふま
えて活発な意見交換をしました。校外活動として、毎週ゼ
ミ活動終了後は参加自由のゆるゆる飲み会、時には池袋演
芸場での落語鑑賞会等でゼミ生間の積極的なコミュニケー
ションを図りました。

鳥飼ゼミ
　我らのゼミを一言でいうなら、それは洗練されたおとな
のつき合い。前期は漱石の小説にも登場する秘湯を巡るゼ
ミ旅行。怖いロープウェイもなんのその。後期は更に骨太、
ゼミ発表。全てが手作り、地域デビューもお手伝い。意見
の相違はゼミの豊かさを
育む贈り物。そんな信�と
受容に溢れたチーム鳥飼、
その魅力をあなたにも伝
えたい。鳥飼ゼミへようこ
そ。

千石ゼミ
　後期ゼミは教室を飛び出して、美術館や博物館に足を運
びました。現代アートの不思議な世界に戸惑っていると、
千石先生が「楽しんでいますか？」と声をかけてくださっ
たのが印象的です。千石先生による『白鯨』講義も３回あ

り、文学と芸術を堪能しまし
た。修了論文の途中発表で
は先生ならではの適切なア
ドバイスをいただき、ゼミ
生一同楽しんで完成できま
した。

横山ゼミ
　横山ゼミのサブゼミでは、「我々元気なアクティブシニア
は何ができるか」に焦点を当てて議論をしました。キーワー
ドはアクティブシニアの社会貢献と生きがい、健康長寿な
どです。探せばどこかに書いてありそうな内容でも、自分
たちの経験をもとに実直に語り合った時間はＲＳＳＣでな
くては得られないものだと思います。前期最後の発表では
時間の関係で、予定していたものを伝え切れなくて残念で
したが、後期は「我々自身が今後どんな新しいライフスタ
イルを創造していくのか」というテーマで熱く語り合いま
した。

鈴木ゼミ
　鈴木ゼミ５，６期生有志は、７月２０日に東京電力福島第二
原子力発電所を見学しました。簡易防護服、線量測定器を
装着しての３号機原子炉建屋等のサイト見学は緊張を伴う
ものでした。震災から２年４カ月を経て現地はかなり整理・

整備が進んでいましたが、被害
の傷跡はサイトに残っていま
す。今回の見学を通じて、現地
の方々が真摯に復旧に取り組
んでいることを確認しました
が、起きた事故の大きさはとて
も言葉で言い尽くせるもので
はないと改めて実感しました。

菊野ゼミ
　前期は、互いの気心を知るまでに、ひと月前後も掛かり
ましたが、その後は「高齢化社会とコミュニティー」をテー
マに、比較的スムーズに活動できました。
　後期は議論だけではなく、ゼミ仲間が設立した学童保育
のＮＰＯ法人「春野のびる学童クラブ」で学童と触れ合い、
藤沢市のボランティアセンター「ささえ」では、実際に活
動をしている皆さんに話を聞かせていただきました。
　夏休みは、横浜美術館で「プーシキン美術展」を見学。
中華街に繰り出した後、夜の山下公園を散策。１１月には好
天の下、高尾山で紅葉狩を楽しみました。

上田ゼミ
　１１月のある日、上田ゼミで
は地元ゼミ生の案内で浅草探
訪を兼ねた校外研修を行ない
ました。老舗のロシア料理店
で名物のキャベツロールに舌
鼓を打った後、浅草寺、待乳
山聖天、隅田川界隈を散策、
吾妻橋アサヒビール本社まで
足を延ばす。同社展望喫茶では思いがけなく蜃気楼を目に
し、一同感激。浅草を一望しつつ、ゼミ発表報告や修了論
文について語り合い、互いの絆を深めることができた実り
ある一日となりました。

本科の紹介 �特色ある独自のゼミ活動�
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　ＰＢＬとは、グループの掲げた一つの研究テーマに対
して、メンバー各自が自主性・自発性・協調性を発揮し
ながら、とても個人では成しえない、より高いレベルの
共同論文を完成することで
す。
　我々ゼミでは、日本社会
が抱える課題を、ビジネス
手法を用いて解決すべく
ソーシャルビジネスに取り組みました。それらは今解決
しないと次世代にそのツケが回りかねないものです。と
は言え、ソーシャルビジネスとは何かの共通認識、取り
上げる社会問題のテーマ絞込みには数か月を要し、途中
何回もＰＢＬの難しさを痛感しました。テーマを掘り下
げる程、生きた情報が求められ、社会起業家・創業支援
団体・ＮＰＯ・地域コミュニティ再生に取り組む大学・
限界団地においてコミュニティ再生に立ち上がる女性ボ
ランティア等と意見を交換、そのフィールドサーベイに
かなりの時間とエネルギーを費やしました。キャンパス
を離れての自主活動は思いのほか楽しく、様々な人々と
の出会いは、本科生時代には体験できないものでした。
仲間の知的レベルの高さを知り、集団的知の創造を感じ
取りました。これこそＰＢＬの真髄でしょう。論文完成
の喜びに加え、活動を通じより深まった仲間との絆こそ
は、無限の財産とも言えます。（Ｎ）

　今年度から導入されたＰＢ
Ｌは当初専攻科生の間でも戸
惑いがありましたが、各グ
ループともテーマが決まって
からはスムーズに進んでいっ
たように感じます。
　私たちは“地域コミュニ
ティと居場所”というテーマの中で、“お寺と地域の関わ
り”について研究しました。現代社会の中でお寺は葬儀
や法事、墓参り等の時以外には足を踏み入れられないよ
うな閉鎖的なイメージがあります。しかし、若い僧侶た
ちを中心にお寺カフェや音楽イベント、路上生活者への
炊き出し等様々な取り組みを行っているお寺も増えてき
ています。こういったお寺にフィールドワークに行き、
お話を伺う事ができたのは私達にとって大変貴重な体験
でした。
　ＰＢＬの良さはみんなで色々な意見を出し合いながら
進めていく点です。お互い知恵を出し合う事によって１
＋１は２ではなく、３にも４にも１０にもなるのだと思い
ます。協力により進められたＰＢＬでは、最終的にでき
た結果よりその過程の中でどんな効果が得られたかが重
要ではないでしょうか。仲間と時間を共有して作り上げ
たＰＢＬは一人で行う研究とはまた違う大きな達成感が
得られました。（Ｉ）

今年度から導入された課題解決型学習
（PBL）の活動について紹介します。

［笠原グループ］ ［庄司グループ］

専攻科の紹介

　ＲＳＳＣの一年目、本科では所属し
たゼミをホームとして、それぞれがカ
リキュラムの中から興味のある講義を
学び、またゼミでは修了論文に向けて、
課題について討議や提案などお互いに
意見を交換して、コミュニケ―ション
を深めました。ディベートも初めての
経験で、ＲＳＳＣゼミ対学部生ゼミの
侃々諤々のやりとりに自分の勉強不足
の痛感もしました。そして６０歳を過ぎて新しい友人たち
と出会えたのは何にも代えがたいことです。
　二年目の専攻科では今年から全員が一つのクラスとい
う形でその中を四つにグループ分けされています。一年
目同様全カリの講義で知への好奇心を満たし、研究会や
同好会への参加でさらに多くの受講生の方々と親交がで
きたことに感謝しています。
　修了した先にある私のセカンドステージについてはま
だ模索中ですが、これまでとは全く異なった働き方をし
てみたいですし、ＲＳＳＣで得た知識を社会参加のヒン
トにするつもりです。

木下グループ
北川範子さん

専攻科生の声
　まず第一に、受講生同士の仲
間意識が一層強まり、また大学
の先生方との親交も更に深めら
れたことであり、専攻科修了（卒
業）後も、引き続きお付き合い
していける「生涯の友」を得る
ことができたことだと感じてお
ります。そして、今までの人生を振返っても、おそらく
そんなに経験したことのない、多くの良き友達・仲間に
恵まれて、日々楽しく充実した毎日をおくることができ
ていることだと思っています。
　本科生時代は、どうしても学校や授業、ゼミ（論文）、
そして受講生仲間に慣れることで精一杯の感がありまし
たが、専攻科進学後は、精神的にもゆとりができ、ゼミ
のフィールドワークやらサポートセンターの活動にも幅
や厚みができ、真から自分の納得・満足のいく行動がで
きるようになり、そこから得るものもさらに大きくなっ
たように感じています。そして、同窓会の各サークルや
サポートセンターでの様々な研究会活動に深くかかわ
り、自ら積極的に行動していくなかで、修了（卒業）後
も、各々のテーマを共有した仲間たちと継続してサーク
ル活動や懇親会などを継続して行っていける「基盤づく
り」ができたと強く感じています。

坪野谷グループ
若井泰樹さん　

学習活動
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講演会の紹介

公開講演会　�ニュースの現場から�

　１０月５日（土）、ＮＨＫニュースキャスター大越健介氏
の講演がありました。会場の７１０２教室には３００人余りの
大勢のＲＳＳＣ受講生、修了生、学部学生、教職員、一
般の方が来場しました。
　簡単にご自身のバックグラウンドを語った後、すぐに
本題に入り、ニュースキャスターの仕事の内容を具体的
に説明してくれました。取材から始まり、カメラマン、
ディレクターなどが加工をして映像と音声にまとめるそ
うですが、自身が記者をしてきた経験で、ニュースの核
心を見つけることを最優先してきたとのことです。集め
られた情報を伝えるだけでなく、一歩踏み込んで伝える
ことで７時のニュースとは違うものにしたかったそうで
す。
　クライマックスは３.１１東日本大震災を報道したときの
話でした。シナリオのないなかで報道することの難しさ
を語ったあと、スクリーンで震災の歌である「花は咲く」

が流されました。聴衆は皆、改めて二年半前の悲劇に心
を痛めると同時にあの歌を震災で亡くなった人々からの
メッセージとして聴くことにより、その心は生きている
ことを実感しました。最後に、ジブリの宮崎駿氏、元サッ
カー日本代表の岡田武史氏とのインタビューで心に刻ま
れた「時代と格闘して生きることの覚悟、先を見据えて
より良い社会を残していくことの志」が今は大越氏の指
針になっていることを語って講演は終了しました。
　キャスターとして、情報を目に見えない聴衆に送り届
けることで培われた発信力、話の流暢さはさすがで、長
時間、我々聴衆を魅了し続け
ました。しかし、メディアの
社会的役割、或は放送局の限
界などテレビで言明できない
課題に踏み込むことを期待し
た声もありました。

　「新たな生涯学習とアクティブシニアの役割～学び直
し・再チャレンジ・異世代共学～」と題してシンポジウ
ム（基調講演とパネルディスカッションの２部構成）が
１１月７日、池袋キャンパスに於いて、ＲＳＳＣ受講生、
修了生、学部学生、教職員、校友、一般と多数の方々の
参加を頂き開催された。
　基調講演では坂東久美子氏（文部科学省審議官）が
「超高齢社会における生涯学習政策の方向性とＲＳＳＣ
への期待」と題して「今後到来する人生１００年の長寿社会
では体力、知力、意欲の高いシニア
が増えていく。シニア層は教養、生
きがい探究、健康、社会参画、人と
の交流等のニーズがますます強くな
る。その中でシニアの自立、協働、
創造が可能となる生涯学習社会の実
現を目指す必要がある。大学がその
ハード、ソフト、ヒューマン資源を
活用しその役割を担うことの期待が
大きい。」と見解表明された。

　松田智生氏（三菱総研プラチナ社会研究センター主席
研究員）からは「プラチナ社会研究実現にむけた大学の
新たな役割」と題して「日本は高齢化、環境問題につい
ては課題先進国から課題解決先進国を目指すべき。高齢
社会といってもシニアだけの社会ではない。学んだ成果
を活かして地域社会に貢献できる分野は多い。小学校で
のゲストティーチャー、地域史の編纂、町おこし、営業
経験、地域社会へのシニアデビュー支援等。錆の出るシ

ルバーでなく輝き続ける
プラチナ社会を目指すべ
き。人生は２期作と捉え、
６５歳以上は義務教育とし
ても良いのではないか。」
との将来に向けての提言
がなされた。

　パネルディスカッションではＲＳＳＣ受講生、修了生
からテーマ「ＲＳＳＣの社会との関わりと社会貢献活動
の実践」を巡る活動状況として、金子多美江氏（４期生）
から「電気、学校が無く、働く機会も乏しいフィリピン
の少数山岳民族に対する教育・自立支援活動」が紹介さ
れ、次に杉山芳夫氏（５期生）から「現在ＲＳＳＣメン
バー５名で東北地方の小さな市の町おこしに取組中。自
治体、大学、銀行、地元企業のコラボ。地域の特性を活
かし、魅力のある、自分で住みたい街を目指すという活
動」が、最後に坂田博久氏（５期生）から「ＲＳＳＣと
しまコラボクラブは豊島ＮＰＯ推進協議会と共同して豊
島区内の地域課題を発見し、企画運営と実践を通じ経験
を積み上げ自身の地域活動に繋げる。」とそれぞれ現状、
問題、今後の方向等に
つき報告がなされた。
　最後に、報告のまと
めとパネルディスカッ
ション形式の活発な議
論がなされシンポジウ
ムは終了しました。

立教セカンドステージ大学
創立５周年記念公開シンポジウム

坂東久美子氏

松田智生氏
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ＲＳＳＣ　同窓会・サポートセンター

　現在ＲＳＳＣ同窓会には１期生（２００８年度）から６期
生（２０１３年度）まで５００名を超える方が入会しています。
同窓会はＲＳＳＣ在籍中及び修了した後も交流の場とし
て、会員は各行事や活動に自由に参加しています。
　同窓会行事としては毎年５
月に総会が開催され１年間の
活動方針が決められ、それに
基づいて同窓会が運営されて
います。総会に引続き記念講
演会と懇親会も開かれ会員の
交流の場となっています。また毎年ＲＳＳＣと共催によ
る講演会が開催され、今年はＮＨＫニュース９キャス
ターの大越健介氏を迎えて講演会「ニュースの現場から」
と懇親会が１０月５日に開催され、多くの会員が参加しま
した。同窓会には現在４つの研究会と５つの同好会があ
り各期生が参加しています。各研究会・同好会では定期
的にそれぞれの課題による講演会・研修旅行・見学会等
が計画され会員以外も参加して活動が活発に行われてお
ります。今後新しい研究会・同好会が出来て交流の輪が
広がることが期待されております。これら同窓会行事や
研究会・同好会活動予定及び報告の広報として、同窓会
ホームページ（http://www.rssc－dsk.jp）があり、新鮮
な情報、ホットな話題を提供するために常時内容が更新
されて、会員の利便に役立っております。更に同窓会メー
ルマガジンも年数回会員全員に発信され、行事や各活動
が知らされます。同窓会全体の運営は総会で選ばれた役
員が毎月集まって協議し決めております。（Ｏ）

　４月１６日、豊島区の民設民営のＮＰＯ中間支援団体「と
しまＮＰＯ推進協議会（とＮ協）」とコラボ活動をする
「としまコラボクラブ」が５期生を中心に１９名で発足。
クラブメンバーは「とＮ協」が実施している各種事業に
企画段階から参画、実践活動を行うことで、それぞれが
自信を付け地域に帰り、地域課題解決のコーデイネー
ターになることを目指すこととしました。
　池袋第二公園・西口公園での「えんがわ市」で地域の
賑わい創出を学び、７月と１１
月には「としまコラボクラブ」
としてフリーマーケットを出
店。売上金を東北支援団体の
二か所に寄付いたしました。
　豊島区内の小学校で地域の
高齢者と一緒に給食を食べるミニ講座付きの「おたっ
しゃ給食」、「みらい館大明」で実施される生涯学習講座
の運営スタッフとして参加してきました。
　各自が参加した事業内容・感想はクラブ員全員にメー
ル配信し、体験の共有化を図ってきました。
　後期からは実践活動面だけではなく企画面でも参画。
「おたっしゃ給食」のミニ講座では２名のメンバーがそ
れぞれ「ものまね」、「カラーコーディネート」を企画担
当しました。
　又みらい館大明の企画講座「お父さん変身講座」を１１
月１６日から３回シリーズで企画、クラブ員挙げて一般参
加者と共に楽しみました。現在は６期生も含め２９名のア
クティブシニアが楽しんで活動しています。（Ｓ）

「ＲＳＳＣ同窓会活動の報告」 「としまコラボクラブ活動報告」

☆橋本先生「社会福祉法人至誠ホーム見学記」

　夏季集中講義「高齢者の生活と介護保険」で私達は９
月２０日、至誠学舎立川・至誠ホーム長である橋本正明先
生の案内で施設内を見学、一部介護を体験。
　至誠学舎立川は明治４５年「誠の心」を理念とする司法
少年保護団体として設立された。施設職員の方々は、皆
さん明るい笑顔で利用者の方と対応されていた。ピアノ
を弾いていたある女性が「先生！」と笑顔で橋本先生に
駆け寄って来られた。
　施設内は明るく清潔で、利用者個々に合った介護や生
活支援がゆったりとした時間の中で行われていた。ボラ
ンティア活動も活発、年間１５０００人のボランティアが至
誠ホームを支えている。初めてボランティア活動に入り、
施設の良さを知り、後に利用者になった方もいる。
　利用者の「終の棲家」として、没後の安心の為、納骨
堂を用意してあり、私達も利用者とともに説明会に同席
した。高齢者一人ひとりの生活を援助して支える、総合
的なサービスの提供に日々努力されていることを強く感
じた。（Ｓ）

☆稲本先生「高山オークヴィレッジ訪問」

　「森から探る次世代ビジネス」の受講生２３人で晩秋の高
山に行ってきました。稲本先生の授業は日本が世界で最
も豊かな森林を有する森の国であるという話から始ま
る。ところが日本は１９７０年代から木材輸入を増やし続け
豊かな国内の森林資源を生かしていない。企業のコスト
計算によればそうなるのだが、どこかおかしいのではな
いかという思いが稲本先生の原点であることが改めてわ
かりました。
　オークヴィレッジでは木の個性を生かした家具を見て
から、森の木から採取した枝葉から精油を抽出する工程
を見学し、アロマの香りで癒されました。近年、世界的
に注目をあびているアロマについての説明はかなり熱が
入ったものでした。次に高山や白川郷の古民家を見て、風
土に適合した木材の素晴らしさ、知恵と技術に感動しま
した。高度成長期の日本はひたすら経済合理性だけを追
求し、先人の知恵や地域の特性を無視した画一的な開発
を続けてきたが、成長期の終わった現代はそんなことを
反省する時なのかもしれない。（Ｋ）
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　２０１３年１２月１８日（水）に上野千
鶴子客員教授による「ニッポンが
変わる、女が変える」の公開講演会
が、続いて１２月２１日（土）に“知
の巨人”として名高いジャーナリ
ストで元立教セカンドステージ
大学客員教授である立花隆氏に
よる「立教セカンドステージ大学
『自分史の書き方』の誕生」の公
開講演会が立教セカンドステー
ジ大学主催で開かれました。発行スケジュール上、記事
は掲載できませんでした。

　ＲＳＳＣ事務室を初めて訪れた日、笑顔で入学願書の
説明を頂き心が明るくなりました。履修科目の選択に際
して無理がないか相談にのって戴き、安心して久しぶり
の学生生活を無事始めることが出来ました。学期の初め
には池袋キャンパス内で教室の所在場所が判らず、事務
室に聞きお手数をかけました。また、清里合宿出発の時、
皆さん暖かく笑顔でお見送り頂き有難く思っておりま
す。総てのＲＳＳＣメンバーは事務室の皆様のご支援を

忘れません。
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　昔、われわれが大学生だった頃、キャ
ンパスはある種の異空間だった。高度
経済成長をひた走る東京のなかで大学
だけは経済社会から断絶された別世界
だった。立て看板は当然の如く体制の
打倒を訴えていたし、様々な団体が集
会への参加を呼び掛けていた。ひたすら真理を追究する
象牙の塔であり、反戦運動の拠点でもあった。一方でゲ
バラ、ドラッグ、アングラなど猥雑なものも学内には蠢
いていた。１９６９年の秋、私は立教祭の出版局長として小
冊子作りと大学祭の運営に携わった。４２年後、私は同じ
大学でまた編集の仕事をすることになり時間と空間の落
差に少しばかりとまどっている。それにしても私はこの
空間の居心地が好かったので、卒業して企業社会に入る
自分が信じられなかった。４２年後のキャンパスは何と清
潔で静かなのだろう。若者達は皆小奇麗な恰好をして、
整然と勉学に励み、３年生のうちから就職活動に取り組
んでいる。平和で美しい風景であり、夢のようでもある。
いやあのビラやタバコの煙舞う雑然とした異空間こそが
今や夢になってしまったのだろう。 ��� （編集委員記）

　専攻科の柴坂總七さんは、マ
レーシアで開催されたワールド
カップ・マスターズウエイトリフ
ティング選手権大会のＭ７５～７９、
６９�級で銀メダルを獲得しました。 
　今年は、カテゴリーが８０歳から
となる為、上位を狙えるチャンス
とトレーニングに励むそうです。

　夕暮れ間際、ヒマラヤ杉と後ろに銀杏の木がシンメト
リーに並んでいる立教大学の正門に佇む。静かなひと時
が流れて、いよいよ華やかな点
灯式が始まる。闇に浮かぶ灯り
の中で、聖歌とオルガンの演奏
を聴き、ソフトで美しい響きの
ハンドベルの余韻を残しながら
点灯のカウントダウンが始まっ
た。手持ちのキャンドルの灯り
を消して３・２・１・点灯！周
りの学生たちの“ウォー”とい
う声に混じって、“きれい”とい
う穏やかな声も聞こえてきた。ヒマラヤ杉のツリーの遙
か上には星空が広がっている。伝統あるイルミネーショ
ン点灯式を、こころに留めておきたいと思う。

　セカンドステージをより豊かに、それぞれが想いを
持って臨んだ入学式。その想いの実現に向けて歩んでき
た１年が間もなく終わります。ニューズレター１２号は、
ＲＳＳＣでの楽しく有意義なキャンパスライフと様々な
かたちでの学びの様子を記録として残す為、編集委員８
人が熱心に取り組み完成にこぎつけたものです。
　原稿をお引受けいただいた多
くの方々、また、事務室の皆様
に心より感謝申し上げます。
 ������ （編集長・新井）
【編集委員】
　後列　小林英一／鎌田康孝／上野和則／大久保茂雄
　前列　大坪美津枝／柴田卓也／新井純孝／片山みや子

ラウンジで祝福を受
ける柴坂さん（中央）

―クリスマス・クリブとは―
　イエス・キリストは今から２千年ほ
ど前に、イスラエルのベツレへムとい
う町の馬小屋で生まれたと伝えられ
ています。その誕生の様子を再現した

模型や人形をクリブ（crib：もとは「飼い葉おけ」）と呼
びます。クリブは、クリスマスの本当の意味を忘れない
ように作られたものです。（「聖書と私」の授業より）

イルミネーション点灯式イルミネーション点灯式

写真左より
小川　温子さん
見生　幸子さん
三邨　寛文さん
内堀　勇二さん
常田　玲央さん

編集後記

� � � �

１９６９年立教祭の
冊子

世界大会で銀メダル受賞

事務室のみなさん

講 演 会 だ よ り
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